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研究成果の概要（和文）：本研究は、日本にのみ残る截金技法の視点から、海外の截金作品の調査・解明を行う事で、
截金の起源の探究と海外での再生を目的とした基礎研究資料の作成を行った。結果、ヘレニズム時代のゴールドサンド
イッチガラスが最古の截金事例であることがわかり、世界で所蔵される22点の内8点について実見調査を行った。中に
は、截金技法に彩色を合わせた技法も確認した。截金師として、これらの截金について貼付け技法による細分化（貼り
合わせ、縁取り、折り曲げ等）、類別化を測る事ができた。
社会への成果還元として国内外で発表し、截金技法が既にない海外では日本語の「截金：kirikane」として学会発表を
し、世界に向けて認識を広めた。

研究成果の概要（英文）：Starting from the Japanese traditional cut gold leaf technique the “Kirikane” 
whose origin is unknown and nowadays remains only in Japan, I have researched the world artifacts with 
this technique to investigate its origin and made a database on them, along with presenting the Kirikane 
itself to the countries who had already “lost” it or who did not know it.
My research reveals that, the most ancient examples of the Kirikane can be confirmed on the 22 
Hellenistic gold-sandwich-glass. I have observed with my own eyes at least eight of them which are now 
scattered all over the world. As a Kirikane master myself, I could have divided their cut gold leaf 
applying technique into several groups; overlapping, outlining and bending. Furthermore I found that some 
of them show also the combination with painting technique. As for the publication of my results, I have 
presented it both in Japan and in Europa and I keep using the Japanese term the Kirikane and try to awake 
their interest on it.
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１．研究開始当初の背景 

「截金」と「ゴールドサンドイッチガラス」。
箔を様々な形に截り貼りし文様を施す日本独
特の伝統技法と、ヨーロッパ紀元前製造の装
飾ガラス作品の総称である。本来なら結びつ
き難い二つの要素だが、大英博物館所蔵作品
「Sandwich Gold-glass bowl（金箔入りガラ
ス碗）」の日本での展示を機に大きな注目を
集めた。というのも、その金装飾は正に截金
であり、制作年代が紀元前3〜2 世紀である事
と日本の截金が6 世紀に始まった事を考慮す
ると、日本独自の伝統技法という認識を覆す
事となったからである。 
主に日本の仏教美術の装飾として使用され
てきた截金は平安・鎌倉時代に隆盛を極めた
後、徐々に衰退し現代まで細々と伝わってき
た。一方ゴールドサンドイッチガラスは紀元
前 3〜2 世紀に製造され、その出土地はイタ
リア南部から黒海周辺まで多岐に渡るが製
造地・方法は未だ定かではない。しかし近年
２つの関係性を示す発見は相次ぎ、中東でゴ
ールドサンドイッチガラスが、奈良では古代
アレキサンドリアで金箔ガラス珠が発見さ
れた。また、京都の平等院で截金装飾がされ
たガラス蓋が発見された際は、「ガラスへの
截金技法は世界で確認されておらず極めて
貴重」と全国紙に公表されるなど、誤報もな
された。こうした原因には、截金が発祥や伝
播経緯など未解明である点が多いにも関わ
らず、研究対象としてまとめた資料が殆ど存
在せず、情報共有の手段も乏しい現状が挙げ
られる。 

更に海外においては失われたゴールドサン
ドイッチガラスの高度な截金技法への認識
は皆無であり、装飾技法の視点からの研究は
全く行われず、詳細が不明なまま放置されて
いる状況であった。 

そんな中、自身が平成 24 年に発表した「ゴ
ールドサンドイッチガラス碗における截金
技法研究～大英博物館蔵「金箔入りガラス
碗」を中心として」は、ゴールドサンドイッ
チガラス碗の再現研究では世界で初めてガ
ラス製造も含め成功し、その金装飾が真に截
金であると証明した。 

また、研究過程において截金以外の箔装飾技
法の存在を提示し、使用された道具などの違
いも判明した事から、装飾面を含めたゴール
ドサンドイッチガラスの全容が浮上し、こう
した世界各地に点在する類例を技法面から
追うことで、点と点が結ばれ截金の発祥、伝
播経緯の謎が解かれる可能性を高めた。 

 

２．研究の目的 

こうした研究背景により、本研究では世界各
地に存在するゴールドサンドイッチガラス
の金箔装飾技法を、日本の截金技法の視点か
ら研究比較・解明することで、截金の起源の
探究と、海外で失われた技法の再生を目的と
した基礎研究資料の作成と公表を行うこと
を研究目的とした。 

世界各地のゴールドサンドイッチガラスの
調査を行い、技法を明確化・体系化した資料
を作成する事で、截金の発祥を探ると共に、
技法復活に向け海外へのアプローチが重要
であると考え、スイスでの国際ガラス史学会
（AIHV）での発表を目指した。 

 

３．研究の方法 

〔①截金とみられるゴールドサンドイッチ
ガラス碗の調査とＣＧによる再現〕 
截金技法と推察した以下の作品の調査（形状
記録・写真撮影・マイクロスコープ）を現地
にて行い、ガラス技法・形状・文様などの重
要な情報を抽出し記録した。 

このデータを元に、図面の書き起こしや資料
による欠損部分の想定を行い、実物では確認
できない製作当時の美しい姿を数点 3ＤＣＧ
で再現した。 

3D 技術での再現は、限られた時間で多数の
再現を可能にし、またデータに使用した素材
は複製やデータの比較にも役立つもので、本
研究の目的である基礎研究資料の作成にも
非常に有用であると考える。 

 

【調査を行った作品】 

○イギリス・大英博物館所蔵作品「Sandwich 

Gold-glass bowl」 

○イタリア・レッジョカラブリア国立博物館
所蔵作品「Piatto con scena di caccia」 

○イタリア・ターラント国立博物館所蔵作品
「”Sandwich” cup made of transparent 

glass, gold leaf and pink colour」 

○スイス・ジュネーブ市立歴史美術館所蔵作
品「Design on the gold-glass bowl」 

○ロシア・エルミタージュ美術館所蔵作品
「Чаша с двойными стенками」 

○ロシア・エルミタージュ美術館作品「Пи
ксида с крышкой」 

○日本・中近東文化センター所蔵作品「金彩
碗」 
 
また、ゴールドサンドイッチガラスだけでな
く、初期研究にてゴールドサンドイッチガラ
スの原点である可能性が強まったメガリア
ンボウルの熟覧を、銀器型のものは大英博物
館で、また陶器型のものはターラント国立博
物館で行った。 

これにより文様・製造法をゴールドサンド 

イッチガラスのそれと比較研究する事で文
様由来や伝播経緯を更に掘り下げ追求する。 

 
〔②金箔装飾を中心としたゴールドサンド
イッチガラスの基礎研究資料作成〕 
これら、各国のゴールドサンドイッチガラス
の調査、ＣＧ再現による素材とレンダリング
画像、初期研究及び文様調査で得た資料を元
に、基礎研究資料を作成する。さらに掘り下
げ、これにより日本の截金文様の由来を読み
解く可能性と、絵画・彫刻・仏教美術・ガラ
ス・文化財保存のあらゆる面々から截金に関



する情報が共有できる媒体となり、截金の継
承と研究促進に大いに役立つことが期待で
きる。 
 

〔③海外での研究促進と技法の再生〕 

海外での研究発表やワークショップ、講演を
行うにあたり、技法や研究概要の紹介、実演
をするための準備を行った。 
 
４．研究成果 
研究方法①の成果としては、現地に訪れるこ
とによって得られる情報が大変多く、特に作
品に関する資料は所蔵先に詳細な記録があ
り有意義な情報を得られた。中でも、スイ
ス・ジュネーブ市立歴史美術館所蔵作品はド
イツのローマ・ゲルマン中央博物館で修復が
行われた際に、いくつかかけらの部分が合わ
ない断片があったことが解っている。その文
様を見る限りでは、二つ目の同寸のサンドイ
ッチガラス碗が想定でき、大英博物館蔵の作
例と同様に二つ対の状態であったことが新
たに判った。これはミズーリ大学付属美術館
所蔵作品と The World of glass 所蔵作品の碗
からも同じことが考察できた。 

実物を調査することでこれまで研究書籍で
紹介されている画像では一方向からしか確
認できなかった詳細な記録を撮ることがで
きた。 

これによりＣＧでの再現においても必要と
なる以下のような文様の展開図を作成する
ことができた。 

 

【書起し例】 

 

また、メガリアンボウルの調査に関しては、 

特に銀器型の方がガラス器の原型になった
可能性が高く、文様の内容も近かった。 

銀器作成の特徴となる強度対策のふちの形
状の折込が、ガラスの製作過程には不要であ
るにもかかわらず存在していたことがあげ
られる。 

なぜ銀器を原型としてガラス碗を作成した
かについては不明であり、今後の課題にした
い。 

 

研究方法②の成果としては、以下のような 

基礎研究資料を作成した。 

これは、截金を専門としない研究者や学芸員
にとっても、作品調査の際に有用な資料とな
りうる。文様や作品を体系的にまとめた総合

的資料は、時代毎、作品毎の関連性が明確と
なり、ゴールドサンドイッチガラスの時代的
な傾向、技法の発祥・変遷、流行の推移など
を視覚的に通覧し比較できる。 

ゴールドサンドイッチガラスは制作年代の
古さはもとよりガラスという保存が困難な
材質のため良好な状態の作品が極めて稀で
あるため、本資料では制作した 3D 画像や截
金文様の画像・描き起こし図・截金が施され
た部位、サイズ等を記録した。（本研究では
2 点のみ）更には確認できなった箇所の情報
を伝達・推察し、当時の姿への復元も可能と
なる。 

今後、今尚続く截金に関連する新出資料の発
見に際しても、年代特定、作者推定の参考・
比較資料となり、こうした基準に沿って多く
の研究者による統一的なデータ収集が行え
れば、截金やゴールドサンドイッチガラスに
関する情報量は飛躍的に増えるはずである。 

 

Sandwich Gold-glass bowl  

 

Piatto con scena di 
caccia 

 

  

截金装飾の図解 

 

Design on the gold-glass bowl（CG 再現） 



研究方法③の成果として、 

はじめに、ワークショップをイタリアの
Accademia di Belle Arti di Firenze にて行っ
た。ワークショップでは截金の実演を含め、
研究内容の紹介を行った。海外ではこの技法
自体が認識されておらず、深く研究されなか
ったことから、海外において金箔装飾技法に
ついての初めての発表となり、「截金」の認
知度を上げたと考える。 

次に、昨年 6 月に保存修復学会、9 月に国際
ガラス史学会（AIHV）にて成果報告を兼ね
たポスター発表を行った。 

ガラスの研究発表を中心としたAIHVにおい
て金装飾技法の発表を行うことは、この技法
を周知させるに十分な影響力を持ち、その反
響から海外で失われた技法の再生の第一歩
となったと考える。 

また、日本語以外で表記できる英訳が存在し
なかったことから、「截金」を英語に意訳せ
ずに「kirikane」と日本語のまま発表した。
これは、いかにこの古代人の高度な金装飾技
法が今まで日を見ることがなかったかを物
語っている。 

世界へ向けた本研究の発表は、海外で発祥し
たにもかかわらず途絶えてしまった技術を
日本から蘇らせるためにも必要不可欠であ
ったと考える。 

 

本研究では、截金の起源がどこであるか詳細
な結論には至るまでのすべての調査量には
及ばなかったが、基礎資料の作成によって技
術的に類別することが可能となり、伝播して
いく過程を振り分けられる流れが見えてき
た。現時点でのヘレニズム時代のゴールドサ
ンドイッチガラスが最古の截金事例である
ことがわかり貼付け技法による細分化（貼り
合わせ、縁取り、折り曲げ等）、類別化を測
る事ができた。 

さらに、ゴールドサンドイッチガラスの中で
截金による装飾を提示することで、ヘレニズ
ム時代とローマ時代における金箔装飾技法
の差異を明確にすることができた。 

その他にプーキシン美術館の所蔵する作品
は截金技法からエッチング技法への変遷が
生み出した折衷の作品ではないかという新
しい類別ができ今後の研究の発展を見出せ
た。 

また、再生という面においては AIHV の発表
により研究者から非常に高い評価を受け、海
外での研究資料への掲載を依頼されるなど、
既に広範囲の分野で活用され始めている。 

 

截金技法と技術者が唯一存在する日本だか
らこそ、再生・再発信することが可能となる
本研究により、切りかね技法は今後更に海外
への文化的交流を担う技術としても発展で
きると考える。 

よって本研究は、学術的、社会的にも高い意
味を持つと考える。 
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